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平成31年1月25日発行

ちえぶくろちえぶくろちえぶくろちえぶくろ

岐阜大学や秋田大学で研究されています。

　納豆にはナットウキナーゼという血液をサラサラにしてくれる
成分が含まれており、眠っている時間帯に血液がドロドロになる
のを防いでくれるので、血栓ができるリスクを減らしてくれるそう
です。また成長ホルモンは睡眠中に分泌されるので、その時に役立
つ成分も多く含まれているそうです。

が身体に良いことは
知っていますよネ！納豆
☆納豆は夜、喰え!☆納豆は夜、喰え!☆納豆は夜、喰え!



設置後約50年が経過したブロック塀（鰍沢小）

台風21号、24号爪痕残す

災害復旧費に1億740万円
補正予算 1億5242万円

補正後の予算総額93億9000万円
補正予算 1億5242万円

補正後の予算総額93億9000万円

12月定例会12月定例会
で決まったこと

平成30年12月定例会を12月7日から14日まで、8日間の会期で開催した。

〔おもな一般会計補正〕
新庁舎建設基本設計業務
東別館和室屋根改修工事費
保育所広域入所・施設型給付費
危険木伐採工事費
土地開発基金土地購入費
橋梁耐震補強設計業務など
仙洞田1号線修繕工事費など
大椚大久保線舗装工事費
大椚大久保線物件補償など
町有住宅鰍沢団地室内改修工事費
鰍沢小、増穂南小ブロック塀撤去改修工事費など
ますほ文化ホール汚水管改修工事費

2794万円
223万円
1979万円
937万円
464万円

△1320万円
555万円
1924万円
△1924万円
150万円
685万円
180万円

町民交流広場陸上競技用備品購入費など
農地農業用施設災害復旧工事費
公共土木施設災害復旧工事費
職員など人件費
その他

2150万円
740万円
1億円

△4913万円
618万円
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富士川町各機関における非行政書士行為
排除の徹底を求める請願

①窓口において、申請者、届出人などの本人確認の徹底
②窓口において、申請、届出などを代理または代行する
　者が行う場合、法定代理人であるかの確認の徹底

請 願 採 択人 事
人権擁護委員（任期：31年4月1日～）

（青柳町区）再任 大森きよ子

（鰍沢中区）再任 　宮　俊夫

（敬称略）

12
月
定
例
会

台風の猛威（五開区）
町有住宅鰍沢団地の室内改修工事

BEFORE AFTER



おもな質疑
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■峡南医療センター（富士川病院・市川三郷病院）

■その他の質疑

青栁光仁議員
平成27年12月議会で、1億5000万円の長期貸付があった。今回で2度目だが、今後もあるのか。
町長
病院の経営は、状況に応じてやっていかねばならない、資金不足比率が、さらにまた10％を超えるよう
なら、今後も解消していかなければならないと思っている。

笹本寿彦議員
経営状況が厳しく苦しいのは理解できるが、判断材料に乏しく、理解ができないが。
町長
峡南医療センターは、運転資金がなく、毎年、両町から単年度貸し付けで借りて、それを返すために銀
行から借りて、そしてまた銀行へも返している。30年度は13億円ほど必要になるが、すべて単年度貸し
付けだと病院で借り入れができなくなる。13億円の総額は変えていないが、両町1億2500万円ずつ2億
5000万円を長期にして返済が延びる分、病院で必要とする医療機器の買い替えや整備ができるので、
事業に期待できる最適の案だと思っている。

笹本寿彦議員
5年据え置き30年の長期貸付だと、議員の任期終了後から返済が始まる。ここで承認するというのは無
責任だと思うが。
町長
30年返済は長期間だが、「負担の公平性」「財政の平準化」を図るため、両町で長期貸し付けに変更し
て、資金不足比率をクリアできるように支援をしていく。

笹本寿彦議員
町長・教育長・町議会議員の期末手当を上げるとのことだが、次年度は全体の事業費予算を一律10％
削る予定だと聞いている。また、児童センターが完成し、いきいきスポーツ公園も稼働するのに備品費用
が2000万円以上かかる中、なぜ、この時期に上げる必要があるのか。
財務課長
期末手当等を改正するのは、人事院勧告・山梨県勧告を鑑み改正する。人事院勧告というものは、社会
一般情勢に適応した適正な給与を確保することにあり、特別職等と議会議員の報酬改正も同じよう引
き上げる改正が必要である。

成田　守議員
急に1億2500万円を短期借入から30年の長期借入へ借り替え申請だが、なぜ今、変更の申し入れがあっ
たのか。
財務課長
峡南医療センターは、平成29年度に資金不足比率が12.4％になった。10％を超えると企業債の借り入れ
が困難となる。今年度の短期貸付金のうち、1億2500万円を長期に替えることにより、資金不足比率を
10％未満に抑えられ、借り入れができ、医療機器などの整備も可能になる。

（4ページに続く）

質　
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長澤　健議員
財産管理費の委託料、新庁舎建設基本計画の基本設計2290万円、業務内容、委託内容は何か。
管財課長
国交省の設計業務の積算基準により算出したもので、業務内容は今後プロポーザルにより、町と設計
協議を行い基本設計業務を完成させる。

青栁光仁議員
町民交流広場（いきいきスポーツ公園）備品購入費2023万円の内容は。
生涯学習課長
陸上競技用備品25種類、サッカーゴールなど8種類である。内容は陸上競技の16人用審判台、成人用と
小学生用のハードル、スターティングブロック、走り高跳び用支柱・マット、レーンナンバー標識などであ
り、サッカーゴールは、一般用・ジュニア用、その他給水ローラーも予定している。

堀内春美議員
施設型給付費等の1979万円とは何か。
子育て支援課長
町外の保育所（園）と、町内の私立保育園へ通っている子どもたちの保育所（園）への支払いである。

堀内春美議員
土地開発基金土地購入費464万円は、どこの土地を購入したのか。
土木整備課長
第4保育所東側の土地である。

堀内春美議員
土地売り払い代金332万1千円とはどこの土地を売却したのか。
管財課長
旧増穂西小学校の敷地で、面積2692㎡の売却代金である。

鮫田洋平議員
農業委員会費に12万5千円の補正がされているが、緊急性があったのか。
産業振興課長
農業委員と農地利用最適化推進員の活動が決定し、報酬として計上した。

鮫田洋平議員
住宅管理費の改修費150万円の改修内容と何部屋を改修するのか。
都市整備課長
町有住宅鰍沢団地の1部屋であり、浴室の改修、トイレや台所などの軽易な改修工事である。

鮫田洋平議員
学校費のブロック塀撤去改修工事は、鰍沢小学校、増穂南小学校であるが、どのようなブロック塀で
長さはどのくらいか。
教育総務課長
どちらも設置後50年以上が経過し老朽化している。鰍沢小学校は156m、増穂南小学校は51mである。

堀内春美議員
施設型給付費の対象は何人分なのか。
子育て支援課長
106人分、一人当たり18万6千円である。

質疑のつづき

質　
　

疑
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条例改正 7議案が条例改正として提案され承認可決されました。

●富士川町職員給与条例の一部改正
人事院および山梨県人事委員会勧告に伴うもの

●富士川町長等の給与及び旅費条例及び富士川町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
一般職の職員の期末手当および勤勉手当の率の改正に伴うもの

●富士川町児童センター条例及び富士川町児童クラブ条例の一部改正
富士川町ますほ児童センターの移設に伴うもの

●富士川町都市公園条例の一部改正
都市公園の機能増進を図るため、公園管理者以外の者に公園施設を設置し、または管理させることが
できるよう改正するもの

●富士川町簡易水道給水条例の一部改正
簡易水道料金の改定に伴うもの

●富士川町営農飲雑用水施設の管理及び給水条例の一部改正
営農飲雑用水料金等の改定に伴い、所要の改正に伴うもの

●富士川町ますほ文化ホール条例の一部改正
富士川町ますほ文化ホールの利用料金の見直しに伴うもの

公表します 議員の賛否
平成30年12月定例会　審議した議案とその結果

職員給与条例の一部改正（人事院及び山梨県人事委員会勧告に伴うもの）

町長等の給与及び旅費条例及び町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部改正（一般職員の期末手当及び勤勉手当の率の改正に伴うもの）

児童センター条例及び児童クラブ条例の一部改正（児童センターの移設に伴うもの）

都市公園条例の一部改正（都市公園の機能増進を図るため）

簡易水道給水条例の一部改正（簡易水道料金の改定に伴うもの）

営農飲雑用水施設の管理及び給水条例の一部改正（営農飲雑用水料金の改定に伴うもの）

ますほ文化ホール条例の一部改正（ますほ文化ホールの料金見直しに伴うもの）

平成30年度一般会計補正予算（第5号）

平成30年度国民健康保険特別会計補正予算（第1号）

平成30年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

平成30年度介護保険特別会計補正予算（第2号）

平成30年度介護サービス事業特別会計補正予算（第1号）

平成30年度簡易水道事業特別会計補正予算（第2号）

平成30年度下水道事業特別会計補正予算（第3号）

公の施設の指定管理者の指定（富士川町社会福祉協議会）

公の施設の指定管理者の指定（平林活性化組合）

過疎地域自立促進計画の変更

町民体育館解体工事請負契約の締結

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○×○○ 可決
(12:1)
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人権擁護委員候補者の推薦（大森きよ子・　宮俊夫）
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I
C
T
推
進
部
会

（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
議
会
運
営
）

　

I
C
T
推
進
部
会
で
は
、
今
年
度
は
8

月
に
甲
州
市
、
10
月
に
栃
木
県
野
木
町
、

11
月
に
長
野
県
御
代
田
町
、
北
杜
市
、
茨

城
県
美
浦
村
の
先
進
地
視
察
と
し
て
、
5

つ
の
自
治
体
の
研
修
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

平成29年度決算総括表
会計名

合　　計

一般会計

し尿処理事業

火葬事業

決算額
2138万円
1957万円

2億3356万円
2億1206万円
1億9485万円
1億8511万円
4億4980万円
4億1675万円

歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出

区分 富士川町負担金
328万円
̶　

4199万円
̶　

1844万円
̶　

6371万円
̶　

　

11
月
7
日
、
三
郡
衛
生
組
合
議
会

定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
議
長
に
市
川

三
郷
町
の
三
神
貞
雄
議
員
が
、
議
会

運
営
委
員
会
の
副
委
員
長
に
富
士
川

町
の
青
栁
光
仁
議
員
が
選
任
さ
れ
た
。

29
年
度
各
事
業
の
決
算
認
定
3
件
が

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

三
郡
衛
生
組
合

三
郡
衛
生
組
合

峡
南
広
域
行
政
組
合

峡
南
広
域
行
政
組
合

　

10
月
31
日
、
峡
南
広
域
行
政
組
合

議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
29
年
度

決
算
認
定
3
件
、
専
決
処
分
の
承
認

1
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

ま
た
、
副
議
長
に
市
川
三
郷
町
の
村

松
武
人
議
員
が
再
任
さ
れ
た
。
な
お
、

常
任
委
員
会
お
よ
び
議
会
運
営
委
員

会
の
選
任
も
行
わ
れ
た
。

平成29年度決算
会計名

一般会計

介護保険特別会計

峡南ふるさと市町村圏特別会計

決算額

16億6417万円

2億2261万円

1020万円

富士川町

市川三郷町

早川町

身延町

南部町

3億4647万円

3億6038万円

6786万円

3億5355万円

2億3309万円

各町の負担金

臨
時
会・組
合
議
会
報
告

栃木県野木町議会 タブレットの操作体験の様子
（長野県御代田町議会）

　

12
月
27
日
、
第
3
回
臨
時
会

を
開
催
し
、
契
約
締
結
案
件
2

件
と
専
決
処
分
承
認
案
件
1
件

を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可

決
・
承
認
し
た
。

●
リ
ニ
ア
髙
下
工
事
用
道
路
整

備
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

　

92
日
間
の
工
期
の
延
期
を
行

う
も
の
。

●
富
士
川
町
児
童
セ
ン
タ
ー
建

築
主
体
工
事
請
負
変
更
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

　

衛
生
面
の
向
上
に
伴
う
ユ

ニ
ッ
ト
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
な
ど
。

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
30
年

度
富
士
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
）

　

9
月
30
日
、
10
月
1
日
の
台

風
24
号
に
伴
う
災
害
復
旧
事
業

の
た
め
の
補
正
予
算
8
5
3
万

4
千
円
。

平
成
30
年

第
3
回
臨
時
会



児童センターの
補償額確定はいつか
関係課と連携し
交渉展開

問　

ま
す
ほ
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

の
J
R
東
海
の
補
償
内
容
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

ま
す
ほ
児

童
セ
ン
タ
ー
の
補
償
は
、
そ
の

機
能
を
廃
止
し
た
り
、
中
断
し

た
り
で
き
な
い
公
共
施
設
の
た

め
、
公
共
補
償
基
準
に
基
づ
く

公
共
補
償
で
あ
り
、
現
在
J
R

東
海
と
協
議
中
で
あ
る
。
こ
の

公
共
補
償
と
は
、
公
共
施
設
に

対
す
る
損
失
の
補
償
で
あ
り
、

財
産
価
値
の
減
耗
分
を
除
い
た

全
て
が
補
償
対
象
と
な
る
。

問　

補
償
額
の
確
定
は
い
つ
ご

ろ
に
な
る
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

補
償
交
渉

は
町
民
体
育
館
、
利
根
川
グ
ラ

ウ
ン
ド
な
ど
複
数
施
設
と
共
通

す
る
事
項
が
あ
り
、
関
係
課
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
交
渉
を
進

め
る
。

問　

新
児
童
セ
ン
タ
ー
は
現
施

設
に
な
い
機
能
が
追
加
さ
れ
て

い
る
が
、
追
加
機
能
部
分
へ
の

補
償
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

主
な
追
加

機
能
は
、
現
施
設
に
対
し
「
敷

地
面
積
は
約
2・5
倍
」「
建
築

面
積
約
1・5
倍
」「
遊
戯
室
に

冷
暖
房
完
備
」な
ど
で
、
追
加

機
能
は
補
償
対
象
外
で
あ
る
。

問　

平
成
30
年
8
月
4
日
付

山
日
新
聞
に
興
味
深
い
記
事
が

掲
載
さ
れ
た
。
市
町
村
と
し
て

は
県
内
初
の
ひ
き
こ
も
り
支
援

事
業
を
9
月
よ
り
開
始
す
る
。

事
業
開
始
よ
り
3
カ
月
経
過
し

た
が
、
事
業
の
趣
旨
と
課
題
は
。

福
祉
保
健
課
長　

誰
も
孤
立
さ

せ
な
い
地
域
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
9
月
1
日
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
た
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
に

特
化
し
た
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
は
、
ひ
き
こ
も
り
の

長
期
化
・
高
齢
化
の
予
防
、
早

期
発
見
、
早
期
対
応
、
さ
ら
に

当
事
者
お
よ
び
家
族
な
ど
の
相

談
窓
口
と
訪
問
も
含
め
た
、
継

続
的
支
援
を
目
的
と
す
る
。
月

平
均
30
〜
35
件
の
相
談
対
応
が

あ
り
、
既
に
就
労
に
つ
な
が
っ

た
方
も
で
て
い
る
。
反
面
、
課

題
と
し
て
は
今
後
の
ニ
ー
ズ
増

加
へ
の
対
応
や
、
居
場
所
づ
く

り
へ
向
け
ス
タ
ッ
フ
不
足
が
上

げ
ら
れ
る
。

問　

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

福
祉
保
健
課
長　

今
後
増
加
が

予
想
さ
れ
る
相
談
支
援
や
、
気

軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
、

社
会
復
帰
の
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
な
居
場
所
づ
く
り
は
、
現

在
の
専
門
職
に
よ
る
継
続
的
な

相
談
、
訪
問
支
援
の
充
実
に
加

え
、
国
が
市
町
村
事
業
と
し
て

位
置
付
け
て
い
る
、
ひ
き
こ
も

り
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
活
用
し
対

応
し
て
い
く
。
特
に
「
ひ
き
こ

も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

を
開
講
し
、
ひ
き
こ
も
り
に
対

す
る
理
解
と
基
本
的
な
知
識
を

地
域
に
普
及
し
、
地
域
の
サ
ポ

ー
タ
ー
と
し
て
活
動
す
る
。

議員井 上 和 男

県
内
初
の
ひ
き
こ
も
り

支
援
事
業
開
始
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一
般
質
問

町
の
課
題
を
問
う

完成間近な新児童センター

相談室の看板



「ボロ電」の
観光資源化は
魅力を付加しないと
観光資源化は難しい

問　

利
根
川
公
園
に
展
示
し
て

あ
る
山
梨
交
通
「
ボ
ロ
電
」
を
、

道
の
駅
富
士
川
に
移
転
し
て
観

光
資
源
の
活
用
に
。

都
市
整
備
課
長　

昭
和
61
年

6
月
に
設
置
し
、
平
成
4
年
に

は
廃
止
か
ら
30
年
の
記
念
式

典
を
開
催
し
た
経
緯
が
あ
る
の

で
、
現
在
の
場
所
で
常
設
展
示

を
継
続
し
た
い
。
観
光
資
源
に

活
用
す
る
に
は
、
山
梨
交
通
か

ら
当
時
の
車
両
や
音
の
復
元
、

さ
ら
に
車
両
が
動
く
な
ど
の
魅

力
が
な
い
と
観
光
資
源
と
し
て

は
難
し
い
と
聞
い
て
い
る
。

問　

甲
州
富
士
川
ま
つ
り
の

「
懐
か
し
の
ボ
ロ
電
」
展
と
、

ボ
ロ
電
展
示
場
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ

ス
の
見
学
者
な
ど
の
状
況
を
、

町
は
把
握
し
て
い
た
か
。

都
市
整
備
課
長　

山
梨
交
通
か

ら
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の
メ
イ
ン

会
場
で
は
3
0
0
人
、
ボ
ロ
電

展
示
の
サ
ブ
会
場
に
1
2
0
人

程
度
見
学
者
が
い
た
と
聞
い
て

い
る
。

問　

移
転
が
無
理
で
あ
れ
ば
関

連
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
を
通

じ
、
利
根
川
公
園
と
そ
の
周
辺

地
域
の
活
性
化
を
図
り
た
い
が
。

町
長　

現
在
、
移
設
展
示
は
考

え
て
い
な
い
、
今
の
展
示
車
両

は
当
時
の
物
と
若
干
違
う
。
山

梨
交
通
が
当
時
の
色
に
直
し
た

い
と
の
話
も
あ
る
。
ボ
ロ
電
に

は
ロ
マ
ン
が
あ
り
恋
の
電
車
で

も
あ
っ
た
。
い
く
つ
も
の
恋
が

芽
生
え
花
が
咲
き
、
結
婚
し
た

人
も
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
増

穂
か
ら
甲
府
ま
で
の
ボ
ロ
電
の

歴
史
を
、
富
士
川
町
だ
け
で
な

く
山
梨
の
観
光
に
結
び
付
け
、

今
後
も
山
梨
交
通
と
も
連
携
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問　

穂
積
地
区
の
特
産
柚
子
を

活
性
化
組
合
と
の
連
携
で
、
収

穫
体
験
と
小
室
山
と
周
辺
の
里

山
散
策
、
柚
子
を
使
っ
た
食
事

の
提
供
な
ど
を
セ
ッ
ト
に
し
た

商
品
化
が
で
き
な
い
か
。

政
策
秘
書
課
長　

返
礼
品
を
贈

る
こ
と
は
町
の
宣
伝
に
な
る
の

で
、
こ
れ
を
機
会
に
体
験
型
の

返
礼
品
を
増
や
し
、
特
産
品
の

収
穫
体
験
と
史
跡
め
ぐ
り
を
組

み
合
わ
せ
た
商
品
を
、
町
内
事

業
者
に
提
案
し
て
い
き
た
い
。

問　

独
自
の
形
状
や
図
柄
の
プ

レ
ー
ト
を
町
民
か
ら
募
集
し
て
、

町
独
自
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

を
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
に
導
入

で
き
な
い
か
。

税
務
課
長　

観
光
振
興
の
観
点

か
ら
採
用
す
る
自
治
体
が
増
え

て
い
て
、
県
内
で
は
甲
府
市
な

ど
10
の
自
治
体
が
導
入
し
て

い
る
。
本
町
で
導
入
を
す
る
場

合
、
費
用
が
現
行
の
1
枚

1
1
0
円
が
3
3
0
円
程
度
に

な
り
、
初
期
費
用
と
し
て
金
型

製
作
費
が
1
0
0
万
円
程
度
必

要
と
な
る
。
動
く
広
告
塔
と
し

て
町
の
P
R
の
ひ
と
つ
に
有
効

と
も
考
え
る
が
、
現
時
点
で
の

導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

議員樋 口 正 訓

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
導
入
は

ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
は
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一
般
質
問

町
の
課
題
を
問
う

ボロ電の今昔物語



「一般社団法人ふじかわ」の
後継者育成は
今後も町職員を
出向させる

問　

法
人
化
の
目
的
の
一
つ
に
、

後
継
者
育
成
が
あ
る
。
現
在
の

対
応
状
況
は
。

生
涯
学
習
課
長　

運
営
に
町
の

関
与
が
必
要
で
あ
り
、
後
継
者

育
成
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
町

の
職
員
を
出
向
さ
せ
て
、
良
質

な
舞
台
芸
術
が
提
供
で
き
る
よ

う
に
努
め
る
。

問　

経
費
削
減
す
る
中
、
法
人

に
後
継
者
を
採
用
さ
せ
る
考
え

は
。

町
長　

退
職
職
員
を
再
雇
用
と

い
う
形
で
、
法
人
が
採
用
し
人

件
費
は
削
減
で
き
る
。
幅
広
い

住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

職
員
に
公
演
事
業
と
施
設
管
理

も
さ
せ
る
。
今
後
も
職
員
を
出

向
さ
せ
る
。

問　

こ
の
法
人
に
は
定
年
の
規

定
は
あ
る
か
。

生
涯
学
習
課
長　

定
年
は
60

歳
だ
が
、
65
歳
ま
で
継
続
雇

用
で
き
る
。

問　

出
演
交
渉
は
、
3
カ
月
や

半
年
で
引
き
継
げ
る
も
の
で
は

な
い
。
法
人
に
経
験
者
採
用
を

依
頼
す
る
考
え
は
。

町
長　

自
由
な
運
営
を
文
化
ホ

ー
ル
に
ま
か
せ
な
が
ら
、
今
後

も
役
場
職
員
を
育
成
し
、
理
事

長
職
を
作
っ
て
い
く
。

問　

「
一
般
社
団
法
人
ふ
じ
か

わ
」
を
設
立
し
、
ま
す
ほ
文
化

ホ
ー
ル
の
人
件
費
の
削
減
を
図

る
と
し
た
が
、
28
年
度
と
29

年
度
の
比
較
実
績
は
。

生
涯
学
習
課
長　

28
年
度
は
、

役
場
正
規
職
員
2
名
、
嘱
託
職

員
2
名
で
2
1
7
6
万
円
。
29

年
度
の
法
人
決
算
で
は
、
再
雇

用
職
員
1
名
、
法
人
職
員
2
名

で
8
3
1
万
円
と
な
り
、

1
3
4
5
万
円
の
減
と
な
っ
て

い
る
。

問　

29
年
度
と
30
年
度
の
比

較
で
は
、
指
定
管
理
料
が
減
額

予
算
と
な
っ
て
い
る
が
、
人
件

費
減
少
に
よ
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

人
件
費
減
少

で
は
な
い
。
当
該
年
度
の
自
主

事
業
や
イ
ベ
ン
ト
の
公
演
料
と

収
入
に
よ
り
指
定
管
理
料
も
変

わ
る
。

問　

指
定
管
理
料
は
、
法
人
と

協
議
し
一
定
の
範
囲
内
で
努
力

す
る
も
の
と
考
え
る
。
指
定
管

理
料
を
一
定
に
す
る
検
討
は
。

町
長　

指
定
管
理
料
に
つ
い
て

は
、
公
演
内
容
を
「
文
化
ホ
ー

ル
運
営
委
員
会
」
に
決
め
て
い

た
だ
く
の
で
、
収
入
・
公
演
料

で
毎
年
動
く
。
一
定
額
を
示
し
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
公
演
が
で
き

る
よ
う
に
権
限
を
渡
し
て
い
る
。

ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

の
人
件
費
削
減
は
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議員青 栁 光 仁

一
般
質
問

町
の
課
題
を
問
う

冬晴れの文化ホール



今後も財政・福祉ともに
支援していく

問　

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の

今
後
の
町
の
支
援
体
制
は
。

福
祉
保
健
課
長　

現
在
、
財
政

支
援
と
し
て
負
担
金
と
貸
付
金

支
援
を
し
て
い
る
。
地
域
住
民

の
健
康
と
命
を
守
る
上
で
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
地
域

に
は
欠
か
せ
な
い
病
院
と
老
健

施
設
を
運
営
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
経
営
状
況
を
精

査
し
、
効
果
的
な
財
政
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
改
革
プ
ラ
ン

の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
の

支
援
連
携
を
図
る
。

問　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
進

ち
ょ
く
状
況
を
、
町
で
は
ど
こ

ま
で
把
握
し
て
い
る
か
。

福
祉
保
健
課
長　

幹
事
会
で
四

半
期
ご
と
に
進
ち
ょ
く
状
況
を

把
握
し
、
平
成
29
年
度
状
況

を
今
回
評
価
し
た
。

問　

在
宅
訪
問
看
護
体
制
・
精

神
科
新
設
・
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
新
設
の
3
案
を
町

か
ら
提
案
し
た
ら
ど
う
か
。

福
祉
保
健
課
長　

課
題
で
あ
る

認
知
症
対
策
、
在
宅
医
療
ケ
ア

訪
問
看
護
な
ど
は
必
須
で
あ
り
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
役
割

を
果
た
す
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
に
地
域
の
状
況
を

伝
え
、
体
制
に
反
映
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

問　

金
融
支
援
と
し
て
、
今
後

10
年
間
に
わ
た
っ
て
5
億
円

超
の
経
費
圧
縮
が
重
要
と
思
う
。

負
担
金
、
交
付
金
、
長
期
前
受

金
戻
入
金
は
新
規
設
備
資
金
、

借
入
金
な
ど
の
返
済
に
向
け
た

ら
い
か
が
か
。

町
長　

公
営
企
業
体
で
あ
る
た

め
両
町
が
50
％
ず
つ
出
資
し
て

お
り
、
設
置
者
会
議
を
定
期
的

に
や
り
な
が
ら
意
見
を
言
っ
て

い
く
。
提
案
に
は
人
的
体
制
が

で
き
て
い
な
い
し
医
師
不
足
も

あ
り
、
ま
た
病
院
規
模
も
あ
る

の
で
企
業
長
を
中
心
に
考
え
て

い
く
と
思
う
。
医
療
セ
ン
タ
ー

は
地
域
医
療
の
核
で
あ
り
、
町

は
そ
れ
を
支
え
て
い
く
役
割
で

あ
る
。
今
後
も
財
政
・
福
祉
支

援
を
し
て
い
く
。

問　

伝
統
芸
能
、文
化
遺
産
、古

民
家
な
ど
、新
た
な
町
指
定
文

化
財
の
発
掘
への
取
り
組
み
は
。

生
涯
学
習
課
長　

文
化
財
調
査

は
行
っ
て
い
る
が
指
定
に
は
つ

な
が
っ
て
い
な
い
。
い
ま
だ
未

発
掘
な
文
化
財
が
あ
る
と
思
う
。

指
定
文
化
財
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
か
調
査
し
検
討
す
る
。

問　

歴
史
遺
産
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
策
定
計
画
は
。

生
涯
学
習
課
長　

文
化
財
を
後

世
に
残
し
て
い
く
こ
と
は
重
要

と
考
え
る
。
国
で
は
文
化
財
継

承
の
た
め
地
域
一
体
で
計
画
的

に
保
存
・
活
用
を
目
的
に
「
文

化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」
策

定
の
指
針
を
ま
と
め
て
い
る
。

今
後
示
さ
れ
る
指
針
を
参
考
に
、

計
画
作
り
に
向
け
て
検
討
す
る
。

議員秋 山 　 仁

歴
史
資
産
活
用
に

つ
い
て
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一
般
質
問

町
の
課
題
を
問
う

峡南医療センターへの
支援体制は

今後も町の支援が必要となる峡南医療センター



議会棟を改修し
新庁舎建設費の節約を
議会の総意であれば
残してもかまわない

問　

現
本
庁
舎
位
置
で
の
建
て

替
え
と
あ
る
が
、
隣
接
す
る
民

有
地
を
買
収
す
る
の
か
。

町
長　

2
軒
に
買
収
交
渉
を
進

め
て
い
る
。

問　

専
門
家
に
現
地
を
見
積
も

っ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
諸
費

用
と
建
物
解
体
、
整
地
な
ど
で

約
3
億
円
か
か
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
町
は
、
ど
の
程
度
に
見

積
も
っ
て
い
る
の
か
。

管
財
課
長　

具
体
的
な
金
額
は
、

ま
だ
算
定
し
て
い
な
い
。

問　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

幹
線
道
路
沿
い
の
一
等
地
を
買

収
し
て
町
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
の
か
。
費
用
対
効
果
の
説
明

を
。

管
財
課
長　

町
の
求
め
る
新
庁

舎
建
設
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問　

新
庁
舎
が
完
成
し
、
支
払

い
や
返
済
が
始
ま
る
こ
ろ
に
は
、

町
長
、
議
員
、
幹
部
職
員
は
任

期
を
終
え
て
責
任
を
と
れ
な
い

が
。

町
長　

特
例
債
な
ど
財
源
が
あ

る
う
ち
に
、
利
用
し
や
す
い
庁

舎
を
建
て
る
の
も
わ
れ
わ
れ
の

責
任
で
あ
る
。

問　

耐
震
化
さ
れ
て
い
る
議
会

棟
を
改
修
す
る
と
、
経
費
も
多

大
に
節
減
で
き
て
便
利
に
使
え

る
と
考
え
る
が
、
解
体
撤
去
す

る
の
か
。

管
財
課
長　

経
年
劣
化
し
て
お

り
、
改
修
し
て
も
議
会
が
必
要

と
す
る
機
能
を
備
え
る
の
は
困

難
な
の
で
撤
去
す
る
。

問　

年
間
4
回
の
議
会
で
、
使

用
す
る
の
は
延
べ
20
日
間
ほ

ど
だ
。
新
庁
舎
内
に
議
場
を
配

置
す
れ
ば
、
億
単
位
の
多
額
な

費
用
が
か
か
る
。
費
用
対
効
果

の
試
算
は
行
っ
た
の
か
。

管
財
課
長　

新
庁
舎
の
設
計
に

大
き
な
制
限
が
掛
か
る
か
ら
改

修
は
行
わ
な
い
。
し
か
し
議
会

棟
の
扱
い
や
新
庁
舎
で
の
議
会

機
能
な
ど
は
、
議
会
に
投
げ
か

け
て
い
る
。

町
長　

設
計
業
者
と
協
議
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
が
、
議
会
の

総
意
で
あ
れ
ば
残
し
て
も
か
ま

わ
な
い
。

問　

町
長
が
議
会
に
対
し
一
言

「
今
回
は
我
慢
し
て
く
れ
」
と

言
え
ば
議
会
も
納
得
し
、
後
世

に
残
る
「
大
英
断
」
に
な
る
は

ず
だ
が
。

町
長　

議
会
制
民
主
主
義
に
お

い
て
、
議
会
の
実
施
機
関
は
議

長
で
あ
る
。
町
長
が
私
的
な
考

え
を
言
え
ば
根
幹
が
揺
る
ぐ
。

保
育
所
や
小
中
学
校
も
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
。
全
部
は
で
き

な
い
が
苦
し
い
中
で
あ
っ
て
も

や
る
べ
き
こ
と
は
実
行
し
て
い

く
。

新
庁
舎
建
設
位
置
は

議
会
棟
改
修
で

費
用
節
減
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町
の
課
題
を
問
う

年間で20日ほどしか使用しない議場

議員笹 本 寿 彦



JR身延線鰍沢口駅前の
周辺整備を
JR東海と協議して
検討していく

問　

駅
構
内
や
周
辺
地
に
、
富

士
川
町
の
案
内
板
を
設
置
で
き

な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　

駅
構
内
や

J
R
敷
地
内
へ
の
案
内
板
の
設

置
は
有
料
で
あ
り
、
周
辺
に
は

町
有
地
も
存
在
し
な
い
こ
と
か

ら
、
現
段
階
で
の
設
置
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。
周
辺
の
民

有
地
に
は
空
き
地
も
あ
る
の
で
、

今
後
、
案
内
板
の
設
置
が
可
能

か
調
査
し
て
い
く
。

問　

通
学
・
通
勤
者
を
中
心
に
、

屋
根
付
き
の
公
営
駐
輪
場
設
置

を
望
む
声
が
多
い
。
公
営
駐
輪

場
を
設
置
で
き
な
い
か
。

政
策
秘
書
課
長　

町
で
は
、
沿

線
地
域
の
自
治
体
で
構
成
す
る

身
延
線
沿
線
活
性
化
促
進
協
議

会
を
通
じ
て
、
J
R
東
海
に
対

し
て
、
構
内
社
有
地
の
駐
車
場

を
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
無
償

で
利
用
で
き
る
よ
う
要
望
し
た

が
、
利
用
者
が
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
以
外
の
場
所
で
利
用
計
画

の
な
い
用
地
で
あ
れ
ば
可
能
な

限
り
協
力
し
た
い
と
の
回
答
を

得
た
。
借
地
料
は
原
則
有
料
な

の
で
、
無
償
で
駐
輪
場
が
確
保

で
き
る
よ
う
引
き
続
き
J
R
東

海
と
協
議
し
て
い
く
。

問　

駐
輪
場
と
し
て
、
町
内
の

民
間
地
の
借
用
を
検
討
し
た
ら

ど
う
か
。
ま
た
、
周
辺
に
防
犯

灯
を
増
や
し
た
ら
ど
う
か
。

政
策
秘
書
課
長　

身
延
線
利
用

者
の
た
め
の
駐
輪
場
な
の
で
、

社
有
地
内
へ
の
設
置
の
要
望
を

強
く
し
て
い
き
た
い
。
防
犯
灯

の
設
置
に
関
し
て
は
、
隣
接
す

る
市
川
三
郷
町
と
の
協
議
が
必

要
と
な
る
。
ま
た
、
維
持
管
理

負
担
が
必
要
と
な
る
の
で
、
区

や
組
と
の
協
議
も
必
要
と
な
る
。

よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
く
。

問　

現
在
の
幼
年
期
教
育
の
取

り
組
み
や
、
こ
れ
か
ら
の
幼
年

期
教
育
の
推
進
・
充
実
に
向
け

て
の
具
体
的
施
策
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

保
育
所
で

は
、
「
外
部
講
師
に
よ
る
運
動

教
室
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び

な
ど
に
よ
る
体
力
や
運
動
能
力

の
向
上
」
「
各
園
の
特
色
あ
る

保
育
の
充
実
と
展
開
」
「
栽

培
・
収
穫
・
調
理
な
ど
の
体
験

と
環
境
へ
の
意
識
を
通
し
た
食

育
の
推
進
」
な
ど
を
進
め
て
い

る
。

　

児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
護

者
同
士
の
情
報
交
換
、
親
子
の

ふ
れ
あ
い
を
中
心
と
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
建

設
中
の
町
民
交
流
広
場
や
町
民

図
書
館
な
ど
を
活
用
し
、
体
力

向
上
や
豊
か
な
情
緒
を
育
む
取

り
組
み
を
進
め
、
保
育
所
・
児

童
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
地
域
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
に
努
め
て
い

く
。

議員望 月 　 眞

幼
年
期
教
育
の

推
進
・
充
実
は
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町
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を
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う

町道脇に駐輪された自転車

閑散としたJR鰍沢口駅前



避難路沿いの
ブロック塀対策は
撤去改修補助制度を
周知する

問　

大
阪
北
部
地
震
の
、
ブ
ロ

ッ
ク
塀
倒
壊
で
の
犠
牲
者
が
出

た
事
故
を
受
け
て
、
国
は
31

年
1
月
か
ら
、
避
難
路
の
一
定

規
模
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
耐

震
診
断
を
義
務
付
け
る
。
現
在
、

町
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
改
修
補

助
制
度
の
活
用
は
2
件
だ
が
、

今
後
の
町
の
対
応
は
。

都
市
整
備
課
長　

国
の
制
度
に

合
わ
せ
て
広
く
周
知
す
る
。

問　

災
害
時
は
体
育
館
が
避
難

所
と
な
る
。
新
町
民
体
育
館
に

エ
ア
コ
ン
の
設
置
は
。

生
涯
学
習
課
長　

建
設
検
討
委

員
会
の
提
言
に
も
あ
る
。
今
後

の
整
備
計
画
の
中
で
検
討
す
る
。

問　

地
域
住
民
よ
る
「
地
区
防

災
計
画
」
の
作
成
に
向
け
て
、

県
の
モ
デ
ル
地
区
に
鰍
沢
中
区

上
北
町
自
主
防
災
組
織
が
指
定

さ
れ
た
が
、
町
民
一
人
ひ
と
り

の
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
る
た

め
に
、
災
害
時
に
個
人
が
と
る

べ
き
避
難
行
動
「
マ
イ
・
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
」
を
活
用
し
た
防
災

講
座
は
。

防
災
課
長　

効
果
的
な
手
法
と

考
え
る
の
で
検
討
す
る
。

問　

小
児
が
ん
の
中
に
網
膜
芽

細
胞
腫
と
い
う
眼
の
が
ん
が
あ

る
。
早
期
発
見
の
た
め
、
乳
幼

児
健
診
の
医
師
診
察
欄
に
「
白

色
瞳
孔
」
の
追
加
や
、
保
護
者

へ
の
意
識
啓
発
に
繋
げ
る
取
り

組
み
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

母
子
健
康

手
帳
の
問
診
票
の
活
用
と
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
ポ
ス
タ

ー
を
展
示
す
る
。
「
小
児
が
ん

診
断
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
活
用

を
検
討
す
る
。

問　

30
年
3
月
の
児
童
虐
待

死
事
件
を
受
け
、
国
は
緊
急
対

策
を
実
施
し
た
。
本
町
の
現
状

と
推
移
・
対
応
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

29
年
度

の
相
談
対
応
件
数
は
16
件
。
例

年
同
じ
く
ら
い
の
件
数
。
ま
ず

担
当
課
で
安
否
確
認
を
し
、
個

別
ケ
ー
ス
会
議
で
検
討
し
対
応

し
て
い
る
。

問　

大
変
に
深
刻
な
問
題
だ
。

児
童
相
談
所
に
す
ぐ
に
繋
げ
て

い
る
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

ケ
ー
ス
に

よ
り
対
応
し
て
い
る
。

問　

社
会
か
ら
虐
待
を
な
く
す

に
は
、
発
生
予
防
の
視
点
が
大

事
で
あ
る
。
暴
力
や
暴
言
を
使

わ
ず
に
子
ど
も
を
育
て
る
技
術

を
親
に
伝
え
る
「
コ
モ
ン
セ
ン

ス
・
ぺ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ

（
c
s
p
）
」
を
活
用
し
た

「
怒
鳴
ら
な
い
子
育
て
練
習
講

座
」
を
行
い
、
児
童
虐
待
の
予

防
や
回
復
を
目
指
す
考
え
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

効
果
的
と

考
え
周
知
す
る
。

小
児
が
ん
の

早
期
発
見
は

児
童
虐
待
防
止

対
策
は
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般
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問

町
の
課
題
を
問
う

自主防が真剣に取り組む鰍沢中区（上北町）の防災講座



借入金100億円の
返済計画は

償還計画表に従う

問　

7
大
事
業
1
1
8
億
円
の

う
ち
、
1
0
0
億
円
と
巨
額
な

借
入
金
が
、
こ
の
町
に
と
っ
て

本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
、
町
民

の
負
担
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の

か
。
起
債
許
可
団
体
に
な
ら
な

い
か
町
民
は
心
配
し
て
い
る
が
、

1
0
0
億
円
の
返
済
計
画
は
。

財
務
課
長　

7
大
事
業
に
お
け

る
事
業
費
お
よ
び
地
方
債
な
ど

に
つ
い
て
は
、
想
定
金
額
で
あ

り
見
込
み
の
借
入
金
で
あ
る
。

地
方
債
借
入
時
に
は
償
還
計
画

表
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に

従
い
償
還
す
る
こ
と
と
な
る
。

問　

2
0
4
0
年
に
は
消
滅
す

る
自
治
体
が
全
国
で
8
9
6
市

町
村
。
山
梨
県
は
23
番
目
、

山
梨
県
の
中
で
富
士
川
町
は
8

番
目
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
現

実
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、
今

後
の
町
の
運
営
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
子
化
で

人
口
減
少
す
る
中
で
、
7
大
事

業
の
大
き
な
箱
物
建
設
が
良
い

の
か
、
将
来
の
子
ど
も
た
ち
の

負
の
遺
産
に
な
ら
な
い
の
か
。

財
務
課
長　

7
大
事
業
は
必
要

な
事
業
だ
と
考
え
て
い
る
。
大

規
模
な
建
設
事
業
と
い
う
こ
と

で
、
こ
の
事
業
に
掛
か
る
経
費

は
返
済
額
の
平
準
化
や
世
代
間

の
負
担
公
平
な
ど
に
よ
り
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
、
地
方
債
を
利
用
す

る
。

問　

消
滅
す
る
自
治
体
と
し
て

富
士
川
町
が
上
位
に
ラ
ン
ク
さ

れ
て
い
る
が
、
町
は
何
か
対
策

を
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　

人
口
が
減
っ
た
か
ら
消

滅
し
た
団
体
は
な
い
。
そ
う
い

う
事
態
に
な
っ
た
時
に
、
住
民

皆
で
知
恵
を
出
し
て
次
の
方
策

を
考
え
て
い
く
。

問　

新
庁
舎
建
設
計
画
の
現
状

は
。

管
財
課
長　

今
後
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
に
よ
り
設
計
者
の
選
定
を

行
い
建
設
基
本
設
計
を
行
っ
て

い
く
。

問　

新
庁
舎
は
現
在
の
敷
地
内

で
あ
る
と
い
う
説
明
ば
か
り
で
、

そ
の
中
の
ど
こ
と
い
う
の
は
決

ま
っ
て
な
い
と
い
う
答
弁
ば
か

り
。
新
庁
舎
検
討
委
員
会
の
答

申
が
全
て
決
定
な
の
か
。

管
財
課
長　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

よ
る
設
計
者
が
、
富
士
川
町
に

必
要
な
新
庁
舎
の
提
案
を
行
い
、

そ
の
提
案
を
も
と
に
町
と
協
議

し
な
が
ら
決
定
し
て
い
く
。

問　

不
登
校
の
児
童
生
徒
は
。

教
育
総
務
課
長　

年
間
30
日

以
上
欠
席
し
て
い
る
不
登
校
の

児
童
生
徒
数
は
小
学
校
で
4
人
、

中
学
校
で
8
人
で
あ
る
。

問　

そ
の
児
童
生
徒
が
安
心
し

て
い
ら
れ
る
町
独
自
の
居
場
所

を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。

教
育
長　

峡
南
地
域
に
設
置
さ

れ
て
い
る
適
応
指
導
教
室
「
や

ま
な
み
教
室
」
を
参
考
に
す
る
。

議員堀 内 春 美

不
登
校
の
児
童
生
徒
に

町
独
自
の
居
場
所
づ
く
り
を
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一
般
質
問

町
の
課
題
を
問
う

基本計画で示された新庁舎整備の敷地

本庁舎東別館分館

県道平林青柳線

東側駐車場

南側駐車場

本庁舎南別館

本庁舎東別館

本庁舎

町
道
金
手
小
林
1
号
線



かじかの湯の現状は

売り上げは減少
職員の接遇研修を行う

問　

今
年
4
月
か
ら
町
営
に
な

り
、
こ
の
6
カ
月
間
の
運
営
状

況
は
。

産
業
振
興
課
長　

9
月
ま
で
の

運
営
状
況
は
、
来
場
者
前
年
同

期
で
4
5
0
0
人
減
、
収
入
で

約
2
1
0
万
円
下
回
る
。
減
少

要
因
は
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
対
応
の

休
業
、
台
風
・
施
設
修
繕
な
ど

に
よ
る
休
業
が
考
え
ら
れ
る
。

問　

今
後
の
運
営
体
制
は
。

産
業
振
興
課
長　

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
情
報
発
信
や
、
観
光

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
へ
セ
ー
ル
ス
を

行
い
来
館
者
の
増
加
、
町
内
な

ど
の
利
用
を
促
す
た
め
訪
問
活

動
に
よ
り
誘
客
を
図
る
。
館
内

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、

コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て
運
営
に

努
め
る
。
運
営
体
制
は
当
面
直

営
で
行
う
。

問　

今
の
体
制
で
改
善
が
で
き

る
か
。
利
用
客
か
ら
不
満
も
あ

る
が
、
職
員
を
辞
め
さ
せ
た
り

替
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
現

状
で
本
当
に
や
っ
て
い
け
る
の

か
。
直
営
で
良
い
か
、
町
の
人

た
ち
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
や
っ
て
い
く
方
向
も
考
え
ら

れ
る
か
。

町
長　

全
体
で
は
減
少
し
て
い

る
が
、
1
日
単
位
で
状
況
を
見

れ
ば
昨
年
よ
り
向
上
し
て
い
る
。

利
用
者
か
ら
職
員
に
対
す
る
不

満
も
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
都

度
か
じ
か
の
湯
へ
伝
え
、
改
善

し
て
き
て
い
る
。
利
用
者
を
増

や
す
努
力
を
し
、
当
面
直
営
で

や
っ
て
い
く
。

問　

地
域
住
民
が
運
営
に
参
加

で
き
な
い
か
、
か
じ
か
の
湯
周

辺
の
区
長
や
、
役
員
の
考
え
方

を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

町
長　

そ
う
い
う
人
た
ち
の
意

見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
改
善

で
き
る
も
の
は
改
善
し
な
が
ら

や
っ
て
い
き
た
い
。
質
問
は
地

域
の
人
た
ち
が
運
営
し
た
い
と

も
と
れ
る
が
、
当
面
は
直
営
で

運
営
す
る
。
地
域
の
皆
さ
ん
で

働
き
た
い
方
が
い
れ
ば
、
雇
用

し
て
い
き
た
い
。
接
客
業
務
に

つ
い
て
は
接
遇
研
修
を
行
っ
て

い
く
。

　

接
客
に
不
満
の
声
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
都
度
そ
こ
の
責
任

者
に
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

職
員
教
育
は

ど
う
し
て
い
る
か
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議員成 田 　 守

一
般
質
問

町
の
課
題
を
問
う

直営になったかじかの湯
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富士川町へようこそ
1 富士川町に住むことになったきっかけは

3 富士川町の住み心地は
2 富士川町に住んでいる期間は

4 その他

若林克友・美緒 （スナンタ製作所）さん穂積区

❶娘の増穂西小学校入学に伴い移住しました。
閉校前の最後の入学生となりましたが、一年間、
素晴らしい教育環境で学ぶことができました。紹
介いただいた知人にはとても感謝しています。
❷今年で5年目です。
❸平林に住んでみて、とても歴史と伝統のある地
域であることがだんだんとわかってきました。山
に人が住んで山の手入れをしてくれているから、
町に美味しい水が届けられたり、森の豊かさを享
受しながら住むことができている。それは、今も
昔も変わらないことだと思います。
そんな誇り高き暮らしをされている平林の皆さん
に可愛がっていただき、とても楽しく豊かに毎日
を過ごしています。水や空気が美味しいのが最高
です。
❹人口はどんどん減る一方です。今ある豊かさを
未来の子どもたちに手渡せる町づくりをお願いい
たします。つつましさの中に、生きる美しい姿があ

るように感じています。そして、皆さんにぜひ平林
に遊びに来ていただきたいです。夏は涼しく、冬
の富士山は美しいです!

❶福島で大震災および原発事故に見舞われ、札幌
経由で本州に新天地を求めました。求める条件は
住居と工房と材料庫が格安で借りられること。子ど
もが3人いるので「移住歓迎」「児童募集」などで
インターネット検索していたところ、増穂西小学校
の児童募集を発見。NA穂積をはじめ地元のみなさ
んにご尽力いただきました。
❷砂垈に越してきて4年です。
❸ここは5世帯しか住んでない静かな集落。全世帯
が家族のように目を配り合い、子どもたちも集落全
体を使ってダイナミックに遊びます。人が少ないの
で製作機械ほか、元気な子どもの生活騒音も大目
にみてもらっています。
　借りているのは築70年の広い古民家。音とス
ペースの余裕は子育て期にはありがたく、おおらか
でいられます。漏水したり、屋根材が剥がれたり、
隙間風が寒かったり、子どもの習い事の送迎が大
変だったり、植えた玉ねぎが全部イノシシにやられ

たり、台風の時は怖かったりしますが、ここはいい
ところです。
❹工房では、彫刻と家具を製作しています。彫刻は
樹の節穴がメインモチーフ。来春完成する町の児童
館にレリーフが入ります。家具製作はご予算に応じ
て構法や材料をご提案しています。展示室を併設し
ていますのでご見学にどうぞ、砂垈へ。

上鶴恵子 さん平林区

篤史さんは山岳ガイド、娘は5年生です

家族と共に生きながら「生きる」を探求する製作をしています




